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　昭和61年7月より昭和62年5月までに当院において

i231－IMPによる脳血流スキャンを38例について施行し

た。方法は、123卜IMP静注直後より、高感度コリメー

タを装着した島津製リング型ECTを用いて、1フレ

ー ム　2分スキャンを15回行い、初期Dyna■ic　i■age

とした。1231’IMPft注30分後および5時間後、低エネ

ルギー高分解能コリメータを装着した東芝製回転型E

CTを用いて、1フレーム　50秒、60フレーム360度

回転にてデータを収集した．続いてSPECT像を得、そ

れぞれ、EarlyおよびDelayed　image　とした。

　i231・IMpceよるSPEC↑画像は、撮像開始時間の違い

により異なる画像を示すことが知られている。t231・

lMP投与後早期のEarly　i回a8eは局所脳血流分布を示

し、4－5時間後のDelayed　imageはt23t－tMPが再分

布することにより脳組織の代謝活性度を示すことが示

唆されている。

　そこで、我々は脳血管障害例における機能診断とし

て、リング型ECTを用いてEar｜y　imageよりもさら

に早期の画像において、局所脳血流低下部位を鋭敏に

とらえることができたので、若干の考察を加えて報告

する。
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i231－IMPを利用したSPECTにk・ける，delayed　image

の評価法としてsubtraction　imageの作製をおこなった。

subtraction㎞ageはdelayed　imageに有効半減期（Te）

及び物理学的半減期（Tp）補正をし，　earl　y㎞ageとsub－

tractionを行ない作製した。その画像のuptakeの増減

をθ～←）の％表示として表わした。また，半球間のバ

ラツキをみるためにヒストグラムの作製もおこなった。

本法を健康成人10例と虚血性脳血管障害20症例におこ

なった。健康成人例では皮質からの：aSI－IMPのcleara－

nceは有効半減期よりも速やかにk・こなわれることが

わかった。また，ヒストグラム上ではTe　imageで0％，

Tp　image＋10％にpeakがみられた。虚血性脳血管障害

例では脳梗塞巣のみならず，全大脳半球のclearanceの

遅延が認められた。症状の改善とともに健側のclearance

の改善が認められた。

　subtraction㎞ageの利用により虚血性脳血管障害例

の脳内1as・1・一・IMPの動態が把握され，治療効果の判定に

有用であると考えられた。
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　IMPによる脳血流の定量化は、特にびまん性の血流

低下を検出する上で重要である。しかし、従来の報告で

は動脈血を採取するため侵襲的であり一般的でない。今

回、われわれは非侵襲的脳血流量評価法として三次元の

ノモグラムを作製し、これにより脳血流値を推定し、13

3Xe吸入法での値と比較したところ統計学的に有意の正

相関（rニ0．88，N＝42，　p＜0．001）が得られた。ノモ

グラムのX軸は、IMPのearlyおよび1ateイメージより

算出したwashout　rate　（％），Y軸はIMPの1ateイ

メージと、lateイメージ撮像時に採取し、オクタノール

描出により求めた静脈血中の真のIMPカウントから求

めた脳血液分配偶数（2）、Z軸は血流値（ml／100g／

min）である。このノモグラム作製にあたっては、4人

の患者で4時間後まで求めたIMPの経時的動脈血中濃度

の平均データを用いてマイクロコンピュータによりシ

ミュレーションを行った。本法によれぽearly　lateイ

メージの2回の撮像と1回の静脈採血のみで血流値を推定

することが可能であり、臨床的に有用な方法と考えられ

た。

　臓血管障害34例、脳■癌24例を対象にして、1－123－IHP扇

血流SPECTのearly，deleyed　imegeを作襲した．　Eerly　imege

で欠損があり、d618y6d　iロageでfill　lnのみられた症例

は扇血管障害の55．3S、扇置癌の45．2Sであった．　これらの

症例を対象にして1－123－lnP－SPECTのearlyとdeleyed　iuage

を用いてvashout　rete＝Early－Delay●d！Eerly　x　100（S）

を各■atrix毎に算出し、これ　t　pare■eterとしたfunctionel

i■ageを作裏し、痢蜜部、その周囲及びその他の扇での

vashout　rateの検討を行った．

　Functional　i■egeを作裏することによって、　early，

delay●d　conventional　i■ageでは把撞し鍵い痢巣口囲や健

側部でのveshout　reteも把撞でき、眉全体の代■へのアプ

ローチが期特できる．
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